
補
聴
器
購
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費
補
助
実
施
を
品
川
で
も

港
、
大
田
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目
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世
田
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な
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２
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で
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施
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約
一
ヵ
月
の
予
算
議
会
が

３
月
２
５
日
に
終
了
し
ま
し

た
。
品
川
区
議
会
に
は
住
民

の
方
々
か
ら
多
く
の
請
願
・

陳
情
が
提
出
さ
れ
、
事
業
の

実
施

を
品
川

区
に
求

め
る

（
採

択
）
か

、
求
め

な
い

（
不
採
択
）
か
が
採
決
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
補
聴
器
補

助
の
陳
情
を
紹
介
し
ま
す
。

６
回
目
の
提
出

今
回
の
区
議
会
に
提
出
さ

れ
た
「
補
聴
器
補
助
を
求
め

る
陳
情
」
で
は
、
多
く
の
高

齢
者
が
難
聴
に
な
り
高
額
な

補
聴
器
が
必
要
に
な
る
中
、

２
３
区
で
１
６
区
が
助
成
金

を
出
し
て
い
る
事
も
受
け
、

品
川
区
で
も
補
助
制
度
の
実

施
を
求
め
る
も
の
。
補
聴
器

補
助
の
実
施
を
求
め
る
請
願
・

陳
情
は
２
０
１
９
年
に
は
じ

め
て
提
出
さ
れ
て
以
来
、
今

回
で
６
回
目
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
品
川
区
は
「
補

助
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は

な
い
」
と
頑
な
に
拒
否
し
て

い
ま
す
。

自
、
公
ら
の
反
対
で

今
回
も
否
決
に

自
・
公
ら
は
「
補
聴
器
の

必
要
性
は
十
分
理
解
し
て
い

る
」
と
述
べ
な
が
ら
、
こ
の

陳
情
を
不
採
択
に
し
ま
し
た
。

理
解
を
示
す
な
ら
、
な
ぜ

補
助
制
度
の
導
入
に
反
対
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。
区
の
頑

な
な
姿
勢
と
あ
わ
せ
て
、
自

民
、
公
明
ら
の
今
回
で
６
回

連
続
の
反
対
も
大
問
題
で
す
。

賛
成
は
共
産
の
他
に
、
ネ
・

立
・
維
と
１
０
人
に
広
が
り

ま
し
た
が
賛
成
少
数
に
。
引

き
続
き
実
施
へ
頑
張
り
ま
す
。

週刊区政報告に対するご意見、ご要望お寄せください バックナンバーはＨＰに掲載

なかつか亮
りょう

第一回定例会の報告

耳が聞こえにくいと、日常生活に大きな

困難が。でも、補聴器が高額で困ります。



３
月
７
日
の
本
会
議
に
て

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
抗
議
す

る
決
議
が
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
共
産
党
区
議
団

が
３
月
３
日
の
議
会
運
営
委

員
会
に
決
議
案
を
提
案
し
、

正
副
議
長
の
調
整
の
う
え
、

品
川
区
議
会
議
員
全
員
が
提

出
者
と
な
り
、
可
決
さ
れ
た

も
の
で
す
。

決
議
文
は
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
を

国
連
憲
章
違
反
と
断
罪
し
、

核
兵
器
の
使
用
は
許
さ
れ
な

い
と
指
摘
。
侵
略
行
為
を
厳

重
抗
議
し
、
完
全
か
つ
無
条

件
で
の
即
時
撤
退
を
求
め
る

内
容
で
す
（
下
参
照
）
。

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
」

な
ど
の
声
が
、
品
川
区
議
会

を
大
き
く
動
か
し
ま
し
た
。

品川区がはじめて言及

パートナーシップ制度「早期導入を検討」

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に

抗
議
す
る
決
議
が
全
会
一
致
で
可
決

なかつか亮の駅前宣伝 火曜日朝７時半～大井町駅、金曜日朝７時半～西大井駅、土曜日夕方４時～大井町駅

スタッフ募集：区政報告を駅前宣伝で配布して頂ける方を探しています。少しの時間だけでも助かります。

予算委員会おける質疑では、性的マイノリティーへの理解促進と差別禁止へ、パー

トナーシップ制度導入を紹介します。

民法では未だに異性婚のみが結婚の対象とされ、同性カップルの結婚が確立してい

ません。これまでも日本共産党は同性婚を認める民法改正を提案するとあわせ、各自

治体で始まっているパートナーシップ制度の導入を求めてきました。パートナーシッ

プ制度とは自治体が結婚と同等の証明を宣言するもので、全国ではすでに１００自治

体以上が導入しています。同制度について、これまで品川区は「国や都を慎重に注視

する」と述べていましたが、今回初めて「早期導入を検討」と言及。また、区営・区

民住宅についても同性カップルを認めることを「検討」と発言。職員の結婚休暇や結

婚給付金などの福利厚生についても、同性カップルを「検討」と発言しました。品川

区がパートナーシップ制度導入とあわせて、住宅や休暇、福利厚生も含め差別をなく

すことは、とても重要な事です。性の多様性を認め合う社会を。なかつか亮

なかつか亮 １９７５年西大井生まれ／４６歳／伊藤小、冨士見台中、農大一高卒／イタ

リア料理厨房６年／２７歳初当選／区議５期／予算・決算委員会副委員長、行革特別委員

会委員長を経験／党区議団幹事長／家族：妻／２９号線取消裁判原告／趣味：旅行

ロシアは、去る２月２４日にウクライナへの侵略を開始し、軍の攻撃による一般市民

の犠牲が拡大している。

国の主権や人々の自由、生命を踏みにじる武力行使は、断じて許されるものではない。

ウクライナへの侵略は、国際社会の平和と秩序、安全を脅かし、国連憲章に違反する

行為である。また、核兵器の使用を示唆し他国をけん制する行為は、非核平和都市を宣

言する品川区として許すことはできないものである。

よって、品川区議会は、ウクライナへの侵略行為に対し厳重に抗議するとともに、ロ

シアに対して軍を完全かつ無条件で即時に撤退させるよう強く求める。

以上、決議する。 令和４年３月７日 品 川 区 議 会


